
平成２４年度９月補正予算案

主 要 事 項 説 明 資 料

建 設 交 通 部



主 要 事 項 説 明 資 料 目 次

建 設 交 通 部

頁 事 業 名 担 当 課

１ 通学路安全対策推進費 道路管理課

２ 京都舞鶴港日本海側拠点機能推進費 港 湾 課

３ ＫＴＲ安全・快適性向上特別支援事業費 交通政策課

４ 住宅耐震化総合支援事業費 建築指導課

５ 単独公共事業執行平準化対策費 監 理 課



平成２４年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 通学路安全対策推進費

予 算 額 ３７０，０００千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣旨

通学路における歩行者の安全確保を図るため、道路管理者及び各

市町村教育委員会が抽出し、各市町村の連絡協議会で対応策を検討

された府管理道路における危険箇所について、安全確保対策事業を

実施

事業内容

目 的

２ 事業概要

対 象

各危険個所毎に、現地に即した、きめ細やかな事業メニューの組

方法等 合せにより効果的に事業実施

＜事業メニュー＞

・ガードレール・ポールの設置

・路肩部のカラー舗装

・警戒標識の設置

・路面表示（文字表示）の設置

・路肩拡幅（側溝蓋掛等）による歩行空間の整備 など

担当課・係名 道路管理課 安全・指導担当 課・係直通電話番号 075-414-5262



平成２４年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 京都舞鶴港日本海側拠点機能推進費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

日本海側拠点港である京都舞鶴港の「外航クルーズ」誘致強化のた

め、日本に寄港する最大規模のクルーズ船を受入可能とするための調査

を実施

事 業 内 容 ２ 事業概要

目 的 ◇船舶航行シミュレーションの実施

風波浪等の自然環境及び地理的制約が、超大型客船の入出港及び着離

対 象 岸操船に及ぼす影響を詳細調査し、入出港操船の安全性を検証

方法等

＜調査内容＞

・操船ルートモデル作成

・モデル作成に伴うシナリオ作成

・シミュレーション作成・解析 など

担当課・係名 港湾課 管理担当 課・係直通電話番号 075-414-5302



平成２４年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 ＫＴＲ安全・快適性向上特別支援事業費

予 算 額 ７１，５６３千円 新規･継続の別 新 規

１ 趣 旨

北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）の安心・安全・快適な運行の確
保と利用者の増加、持続可能な経営の確立を図るため、沿線自
治体とともに特別支援を行う。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 ◇ 設備投資への特別支援

対 象 開業後２０年以上が経過し設備の著しい老朽化が進む中で、

安心・安全な運行の確保及び持続可能な経営の確立を図るた
方法等 め、ＫＴＲが行う計画的な設備投資を支援

◇ デザイン車両改造への特別支援

沿線住民に愛されるとともに、京阪神地域からの増客を図
るため、一部の普通車両について、魅力的な内外装と乗る方
にとっての快適性を兼ね備えた「乗ること自体が目的」とな
るような車両への改造等を支援

担当課・係名 交通政策課 調整担当 課・係直通電話番号 075-414-4360



平成２４年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 住宅耐震化総合支援事業費

予 算 額 ４１，５００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

市町村が実施する民間住宅の耐震性向上を図るための耐震改修
助成に対する補助を行う。

事業内容 ２ 事業概要

目 的 当初 ９月補正 計
戸数 予算額 戸数 予算額 戸数 予算額

対 象 （千円） （千円） （千円）

本格改修 200 90,000 50 21,000 250 111,000
方法等

簡易改修 300 45,000 200 20,500 500 65,500

計 500 135,000 250 41,500 750 176,500

担当課・係名 建築指導課 建築防災・安全担当 課･係直通電話番号 075-414-5346

本格改修 簡易改修

対象住宅 昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅

対象経費 改修後の評点が0.7以上に向上 屋根の軽量化等、耐震性が確実

する改修に要する費用 に向上する改修に要する費用

耐震診断 必要 市町村において簡易審査を実施

補助対象額 上限120万円/戸 上限40万円/戸

(府民負担額 30万円) (府民負担額 10万円)



平成２４年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 単独公共事業執行平準化対策費

(債務負担行為限度額）

予 算 額 ２，５００，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

年度当初時期の工事量の減少を緩和し、年間を通じて円滑な工事
執行を行うことにより、年間を通じた仕事量の確保を図る。

２ 事業概要

債務負担行為として今年度中に事業着手することにより

① 出水期（６月頃～１０月頃）までに施工する必要がある箇所
事業内容

② 地元調整等から年度当初の工事着手が必要（可能）な箇所
目 的

③ 夏場の交通規制困難期までに施工する必要がある箇所
対 象

等の対策を講じる。
方法等 (単位：百万円）

実 施 内 容 債 務 負 担 行 為 限 度 額

道路・街路事業 １，４０５

海 岸 事 業 ２８

都 市 公 園 事 業 ９９

防 災 対 策 事 業 ９６８

担当課・係名 監理課 経理担当 課・係 電話番号 075-414-5173


